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表紙の写真

とっとり花回廊
フラワー

イルミネーション

　とっとり花回廊では
秋から冬にかけて、夜
間のイルミネーション
イベントを開催してい
ます。
　今年は11月中旬か
ら１月中旬にかけて、
『ディスカバリー～新
たな魅力発見～』を
テーマに、100万球の
イルミネーションが園
内各所を彩り、多くの
来場客を楽しませまし
た。

議会
月2

No.056
Feb.

★議員別の賛否の状況は、10、11ページでご覧いただけます。

　開会日の２月24日に、平井知事から、総額3,960億円余の令和８年度鳥取県一
般会計予算など72議案が提案されました。また３月12日に委員の選任など８議
案が、18日に条例改正にかかる１議案が追加提案されました。
　代表質問は鳥取県議会自由民主党と民主とっとりの２会派が行い、一般質問に
は23名の議員が登壇。当初予算の私立中学就学支援金の執行にあたり、支給額の
見直しや令和９年度に向けて制度の検証を求める附帯意見が付されました。

【知事提出議案】
　◎予 算 議 案　≪可決・承認33件≫	 　◎条 例 議 案　≪可決19件≫
　◎人 事 議 案　≪同意８件≫	 	 　◎その他議案　≪可決21件≫

【議員提出議案】
　◎条 例 議 案　≪可決１件≫	 	 　◎意　見　書　≪否決１件≫

【請　願】　≪不採択１件≫
【陳　情】　≪研究留保１件　趣旨採択１件　不採択１件≫

２月定例会の概要（２月24日～３月25日）

とっとり 県議会だより
〈県議会HP〉 〈定例会中継〉 〈県公式LINE〉〈県議会公式X〉

議決の状況

県議会につ
いての情報
を掲載して
います。

本会議や委
員会の様子
を生中継し
ています。 

令和８年２月定例会（2026）
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地
域
未
来
戦
略
に
つ
い
て

問
若
者
や
女
性
に
も
選
ば
れ
、
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
「
持
続
可
能

な
鳥
取
県
」
を
実
現
す
べ
き
。
高
市
政

権
の
「
地
域
未
来
戦
略
」
を
踏
ま
え
、

地
方
創
生
の
実
現
に
、
ど
う
取
り
組
む

か
。

答
経
済
と
人
材
、
国
全
体
の
偏
在
是

正
の
３
点
セ
ッ
ト
で
考
え
る
こ
と
が
重

要
。
人
材
と
地
域
を
セ
ッ
ト
で
高
め
て

い
く
取
組
に
乗
り
出
す
よ
う
な
「
鳥
取

県
政
の
モ
デ
ル
」
を
つ
く
っ
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

問
移
住
よ
り
も
比
較
的
ハ
ー
ド
ル
の

低
い
「
関
係
人
口
」
の
増
加
を
通
じ
、

地
域
活
性
化
と
地
方
創
生
の
実
現
に
つ

な
げ
て
い
く
べ
き
。
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
振
り
返
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
関
係

浜
崎
　
晋
一 

議
員

選
挙
区

 

鳥
取
市

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

は
大
都
市
に
集
中
。
経
済
産
業
省
の
試

算
に
よ
る
と
、
東
京
で
は
女
性
の
労
働

力
も
余
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

地
元
へ
帰
る
女
性
に
と
っ
て
、
本
当
に

居
心
地
の
良
い
地
域
に
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
非
常
に
大
事
な
課
題
で
あ
る
。

問
令
和
８
年
度
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
る
「
ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
」
の
成

功
に
向
け
た
知
事
の
意
気
込
み
を
伺

う
。

答
中
部
地
震
発
災
か
ら
10
年
目
に
合

わ
せ
10
月
17
日
、
18
日
に
開
催
。
一
方

で
「
防
災
庁
」
が
11
月
に
設
置
さ
れ
る

公
算
が
高
い
。
こ
の
た
め
、「
ぼ
う
さ
い

こ
く
た
い
」
は
防
災
庁
設
置
に
先
立
つ

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
可
能
性
も
あ
り

「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な
ど
の

鳥
取
型
の
防
災
対
策
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
し
な
が
ら
全
国
と
交
流
を
深
め
、
防

災
の
レ
ベ
ル
を
一
層
上
げ
て
い
く
。

問
１
年
２
か
月
後
に
迫
っ
た
「
ワ
ー

ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」に
向
け
、

大
会
準
備
や
本
県
へ
の
観
光
誘
客
な
ど

に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

答
ス
タ
ッ
フ
等
の
確
保
の
ほ
か
、
多

言
語
化
対
応
と
し
て
、
外
国
の
方
か
ら

の
相
談
を
受
け
る
キ
ャ
ン
プ
村
の
よ
う

な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
鳥
取
、
倉
吉
、
米

子
に
設
置
す
る
な
ど
準
備
を
進
め
る
。

問
陸
上
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
チ
ー
ム
か

ら
、
２
０
２
７
年
の
世
界
陸
上
北
京
大

会
に
向
け
て
、
鳥
取
県
で
事
前
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
た
い
と
の
意
向
を
伺
っ
て

い
る
。
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
。
今

度
は
ど
の
よ
う
に
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受

入
れ
準
備
を
進
め
て
い
か
れ
る
か
。

答
ジ
ャ
マ
イ
カ
選
手
と
子
ど
も
た
ち

と
の
触
れ
合
い
は
風
物
詩
に
な
り
始
め

て
い
る
。ま
た
、ジ
ャ
マ
イ
カ
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
交
流
員
を
お
迎
え
し
、
学
校
で
陸
上

指
導
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
成
果
も
出

て
い
る
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
側
も
熱
心
で
あ

る
た
め
、
県
陸
上
競
技
協
会
と
も
協
議

し
な
が
ら
、
受
入
れ
に
向
け
た
合
意
も

整
え
て
、
準
備
を
本
格
化
さ
せ
た
い
。

問
本
県
の
障
が
い
者
福
祉
政
策
の
評

価
と
課
題
に
つ
い
て
、
ま
た
、
今
後
ど

の
よ
う
に
充
実
し
て
い
く
お
考
え
か
。

答
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
は
、
日
本
国

内
か
ら
韓
国
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
ほ

か
、
手
話
言
語
条
例
も
６
１
６
団
体
で

可
決
成
立
。
全
国
に
誇
れ
る
取
組
が
出

来
て
き
て
い
る
。
お
互
い
就
任
し
た
頃

は
障
が
い
者
福
祉
行
政
の
転
換
期
だ
っ

た
が
、
当
時
、
夢
見
て
い
た
こ
と
が
花

開
い
て
い
る
。「
福
祉
の
心
」
と
い
う

こ
と
を
一
つ
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
掲
げ

な
が
ら
、
今
後
も
同
じ
方
向
性
で
取
り

組
み
を
強
め
て
い
く
。

人
口
増
加
に
向
け
た
施
策
強
化
に
取
り

組
む
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
鳥
取
県
で
は
、
全
国
初

と
な
る
「
関
係
人
口
室
」
を
設
置
。
そ

の
他
、
東
京
本
部
、
関
西
本
部
へ
の

「
と
っ
と
り
歓
迎
案
内
所
ウ
ェ
ル
カ
ニ
」

の
設
置
に
加
え
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
組
も
拡
充
し
て
き
た
。
ま
た
、
日
野

町
等
で
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
県
も
「
ふ
る

さ
と
来
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
（
ク
ラ
ブ
）
と
っ
と

り
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
応
援
す
る
ほ
か
、

若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る「
若
者
版
」

の
作
成
も
考
え
て
い
る
。

問
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」
の

解
消
に
向
け
、
県
民
と
直
接
語
り
合
う

「
み
ん
な
で
話
彩
や
（
は
な
さ
い
や
）」

を
開
始
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
県
民
の
貴

重
な
声
を
ど
う
分
析
し
、
今
後
ど
の
よ

う
に
施
策
に
反
映
さ
せ
る
か
。

答
新
年
度
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス
の
解
消
に
向
け
た
運
動
の
輪
を

地
域
、
企
業
に
広
げ
、
良
い
実
践
例
を

支
援
す
る
な
ど
弾
み
を
つ
け
た
い
。
ま

た
、
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
か
ね
な
い
職
業

障
が
い
福
祉
政
策

防
災
力
の
向
上

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
交
流

更
な
る
関
係
人
口
の
拡
大

男
女
協
働
未
来
の
創
造

一
般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

とっとり県議会だより
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第
51
回
衆
議
院
総
選
挙

問
真
冬
の
総
選
挙
に
つ
い
て
、
地
方

六
団
体
で
総
括
を
し
て
、
意
見
を
ま
と

め
て
国
に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

答
我
々
な
り
の
要
請
活
動
を
す
る
。

問
春
闘
が
本
格
化
す
る
中
、
企
業
規

模
間
の
賃
上
げ
格
差
が
拡
大
し
て
い

る
。実
効
性
の
あ
る
支
援
策
を
求
め
る
。

答
様
々
な
需
要
に
応
じ
対
策
す
る
。

問
昨
年
12
月
議
会
で
人
権
条
例
が
改

正
さ
れ
た
。
成
果
と
課
題
を
問
う
。

答
２
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。
情
プ
ラ

法（
※
１
）の
改
善
を
国
に
申
し
上
げ
る
。

問
昨
年
７
月
以
降
、
断
続
し
て
運
休

坂
野
経
三
郎 

議
員

選
挙
区

 

鳥
取
市

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
民
主
と
っ
と
り

ク
を
組
ん
で
進
め
て
い
く
。

問
二
つ
の
観
点
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
診

察
を
加
速
す
べ
き
①
病
児
保
育
を
活
用

す
る
保
護
者
②
免
許
返
納
し
た
中
山
間

地
域
で
慢
性
病
の
薬
を
貰
う
お
年
寄

り
。

答
イ
ギ
リ
ス
で
は
34
％
が
電
話
・
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
。
国
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
、中
山
間
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

問
貝
殻
節
は
鳥
取
県
を
代
表
し
、
全

国
的
に
人
気
の
高
い
民
謡
だ
。
民
謡
文

化
の
伝
承
の
重
要
性
に
つ
い
て
問
う
。

答
関
係
者
と
よ
く
お
話
し
を
し
て
、

貝
殻
節
を
広
め
て
育
て
て
い
き
た
い
。

問
農
地
中
間
管
理
機
構
の
集
積
目
標

52
％
に
対
し
現
在
約
30
％
。
農
地
の

集
積
に
加
え
て
、基
盤
整
備
が
必
要
だ
。

答
次
世
代
型
の
水
田
農
業
加
速
化
支

援
事
業
を
本
議
会
に
提
案
し
て
い
る
。

問
県
庁
内
の
生
産
性
向
上
の
た
め

に
、
Ａ
Ｉ
を
如
何
に
活
用
す
る
か
。

答
Ａ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
す
る
。

問
鳥
取
駅
前
再
整
備
に
、
県
と
し
て

一
層
関
わ
る
べ
き
だ
。
小
沢
見
海
岸
浸

食
に
、如
何
に
市
町
村
と
連
携
す
る
か
。

答
駅
前
の
多
く
が
市
の
権
限
で
、
市

が
リ
ー
ド
す
べ
き
。
小
沢
見
海
岸
は
、

土
の
う
で
処
置
を
し
て
一
応
安
定
し

た
。

問
朝
絵
画
鑑
賞
を
広
め
て
は
。

答
（
教
育
長
）
管
理
職
研
修
に
組
み

込
む
こ
と
を
、次
年
度
以
降
検
討
す
る
。

問
不
登
校
は
社
会
全
体
の
課
題
と
い

う
認
識
の
下
、
公
立
学
校
へ
の
財
政
支

援
に
加
え
、私
立
学
校
を
応
援
す
べ
き
。

答
私
学
助
成
の
仕
組
み
を
鶏
鳴
学
園

の
学
び
の
多
様
化
学
校
に
適
用
す
る
。

問
11
月
３
日
に
少
年
自
然
の
家
跡
地

に
整
備
さ
れ
た
。
東
部
の
子
ど
も
た
ち

は
、
如
何
に
野
外
活
動
を
学
ぶ
か
。

答
（
教
育
長
）
天
空
エ
リ
ア
も
活
用

し
、
体
験
活
動
を
充
実
し
て
い
く
。

問
約
11
億
円
か
け
た
県
民
の
財
産
と

し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
声
を
承
り
、

観
光
地
と
し
て
磨
き
あ
げ
る
べ
き
だ
。

答
新
し
い
名
所
と
し
て
他
の
エ
リ
ア

と
一
体
で
観
光
地
と
し
て
育
て
て
い

く
。

問
以
前
１
～
２
週
間
で
済
ん
だ
も
の

が
数
カ
月
必
要
だ
。
対
策
を
伺
う
。

答
（
警
察
本
部
長
）
効
率
的
な
外
免

切
替
え
の
審
査
を
実
施
し
て
い
く
。

し
て
い
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
復
旧
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま
た
、
東
部
地
域
に
ド

ク
タ
ー
カ
ー
を
導
入
し
て
は
。

答
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
４
月
か
ら
の
通

年
運
航
を
目
指
す
。ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、

今
日
の
議
論
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。

問
ア
ル
コ
ー
ル
で
悩
む
当
事
者
、
御

家
族
に
は
断
酒
会
に
つ
な
が
っ
て
欲
し

い
。
依
存
症
は
多
岐
に
わ
た
り
、
子
ど

も
の
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
依
存
等
の
課
題

も
出
て
き
た
。
現
状
や
対
策
を
問
う
。

答
力
強
い
依
存
症
対
策
を
展
開
す
る
。

問
イ
ギ
リ
ス
で
は
自
死
予
防
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
が
社
会
に
根
付
い
て
い
る
。
鳥

取
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
く

か
。

答
い
の
ち
の
電
話
の
米
子
市
で
の
開

設
に
つ
い
て
協
議
し
、
ご
支
援
す
る
。

問
一
日
で
も
長
く
笑
顔
で
家
族
と
健

康
に
過
ご
し
て
い
く
た
め
に
、
が
ん
検

診
や
特
定
検
診
の
受
診
率
を
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
市
町
村
や
保
険
者
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

鳥
取
駅
前
・
護
岸
整
備

朝
鑑
賞
・
多
様
化
学
校

湖
山
池
天
空
エ
リ
ア

外
免
切
替
え
制
度
（
※
２
）

オ
ン
ラ
イ
ン
診
察

民
謡
文
化
に
つ
い
て

農
業
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
革
命
に
つ
い
て

依
存
症
対
策
に
つ
い
て

い
の
ち
の
電
話
に
つ
い
て

検
診
受
診
率
の
向
上

賃
上
げ
に
つ
い
て

人
権
尊
重
社
会
の
実
現

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

（※1）情プラ法…情報流通プラットフォーム対処法。SNSや動画サイトなどでの誹謗中傷や権利侵害情報への対応を強化する法律。
（※2）外免切替え制度…外国で取得した運転免許証を日本の運転免許証に切り替える制度。

一
般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
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会
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議
決
結
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問 昨年、わかとり国体以来
の好成績を収めたが、当時の
成績までには至っていない。
競技力向上を目指す体制づく
りを行い、鳥取県開催では総
合優勝を目指しては。
答 国スポの今後の在り方が
議論されている。まだ総合優
勝を目指すかどうかを決める
タイミングではない。
問 わかとり国体で指導者と
して活躍された恩師から総合
優勝を目指してほしいという
思いを聞いたがどうか。
答 国スポとして仕組みが変
わる。議会、各団体と協議し
ながら方向性を定めたい。

問 ストレッチャー対応の福
祉タクシー不足が課題。維持
費支援や連携強化など、実効
性ある対策を講じるべき。
答 導入などの補助制度によ
り台数は増加しているが不足
は認識。事業者の運営コスト
等の課題も踏まえ、制度拡充
や関係者との連携を進める。
問 今後の県政運営における
地域共生社会の実現に向けた
福祉施策充実への決意は。
答福祉の課題は、ダイナミッ
クで個別対処できる福祉政策
が求められるなど新たな局面
に。孤独・孤立への対応など
「鳥取モデル」を構築する。

問 ①４月から施行される共
同親権について、県民への周
知は十分なのか。
答 ①国作成のＱ＆Ａ等のパ
ンフレットを利用して周知に
活用。県では専門家によるセ
ミナーやフォーラムを実施。
また、行政・関係機関向けの
研修会など展開をしている。
問 ②今後の米価の動向と価
格の適正化について伺う。
答 ②国は、食糧法を改正し、
米価の監視を行う。米流通業
者や中食、外食産業なども届
出対象とする。それにより米
の適正価格を探っていく戦略
である。

選挙区  米子市
会　派  公明党

①共同親権
②コメ政策

前原　茂
議員

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

島谷　龍司

障がい者移動支援と福
祉政策へ知事の決意は

選挙区  東伯郡
会　派  自由民主党

語堂　正範

２巡目国スポに向け
総合優勝を目指すのか

議員 議員

問 今回の予算案に私が強く
申し上げてきた感震ブレー
カーの全額の補助がある。市
町村の協力を得て、リスクの
高い地域へと集中的に多数の
感震ブレーカーを設置する。
これが地震火災予防の有効性
を高める。特に簡易感震ブ
レーカーは大量発注でコスト
ダウンの可能性がある。どの
ように進めるのか。
答 補助率だけでなく、上限
額も引き上げた。基本戦略
は全世帯、特に密集地域はみ
んなでつけようと進めてもら
う。再通電の安全確認のやり
方の工夫も考えうる。

問 ①人口減少下において、
情報格差を生まない通信基盤
の整備が地域存続の鍵を握る
と考える。ついては、県内に
おける５Ｇ及び光回線、６Ｇ
参入を含む通信環境の整備状
況と、今後の拡充整備に係る
支援について伺う②企業のデ
ジタル人材育成の支援は。
答①市町村と一緒にデジタル
ディバイドを扱うＩＣＴ協議
会の中に分科会をつくり、不
感地帯をあぶり出し、企業側
とも調整をするようになった
②窓口を設けて伴走型で企
業・団体の改善に協力し、い
ろいろな事業に展開している。

選挙区  八頭郡
会　派  無所属

①通信インフラ整備②
デジタル人材育成支援

前住　孝行
議員

選挙区  西伯郡
会　派  民主とっとり

村上泰二朗

日本一の地震防災
感震ブレーカー普及
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般
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　２月定例会では、　23人の議員が
一般質問を行いました。
　本紙では、各議員の質問の中から、
質問と答弁の要旨を掲載します。
　なお、議事録の全文は、県議会ホー
ムページからご覧になれます。
※掲載に時間がかかる場合があります。

鳥取県議会

本会議議事録

鳥取県議会　政務活動費

鳥取県議会　傍聴

県議会インターネット放送局
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問 鳥取大学は教育科学コー
スを創設し、地域教員希望枠
が出来た。県内で教員を６年
した場合、県独自に奨学金の
半分を助成する。将来的に現
在５人の定員枠を拡充する考
えはないか。
答 教育人材確保は急務。効
果を検証し、鳥大と相談しな
がら進める。
問 増加傾向の小中高校生の
自死について対応を問う。
答「鳥取ＳＮＳ相談事業」
開始。Ｒ６年「こども若者自
死危機対応チーム」を設置し
学校にも助言する体制を整備
してきた。連携を一層深める。

問 ①トリピーの発信力を生
かした郷土愛醸成の一層の推
進を②境港の水産業の地域産
業クラスター化による競争力
強化を。また給水船廃業に伴
う漁港機能低下への具体的対
策など、県の主体的関与と戦
略的支援を求める。
答 ①トリピーは若年層への
発信に有効で2027年の30周
年事業も検討する②境港の水
産業は国の制度動向を踏まえ
クラスター化を検討する。給
水船問題は事業承継の可能性
を探りつつ、関係者と協議し
代替設備整備も含め対応して
いく。

問 ①美保基地Ｃ２輸送機ミサ
イル配備拒否を②産業集積の
地域未来基金50億円に雇用拡
大や賃上げルールを③精神２
級の医療費助成④知事認めな
ければ島根原発プルサーマル
しないと中電と約束あるか⑤
県支援で小学校、中学校、特
別支援学校給食完全無料に。
答①ミサイル配備の調査あっ
た。基地の性格変更ないよう
国要望する②考えてない③市
町村の議論必要④安全協定の
趣旨に則った協議求めている
⑤（教育長）特別支援学校小
学部は完全無償化する。中学
部等は次年度以降に検討。

問 ①ＡＩの選択基準が開発の
設計思想や倫理観に移り変わ
る時期。県としてどのよう
な観点でＡＩを選択活用して
いく予定であるのか②雨滝の
復興PRを③ｅスポーツのメ
リットと取組状況を調査し、
施策の材料に。
答 ①倫理の問題を本気で議
論し、真剣に考える必要があ
る。自治体デジタル倫理原則
に基づき選択、活用する②地
元の意向に沿って復興をして
きた。県としてもPRの協力
をしたい③国スポ導入も社会
情勢にマッチしている。関係
自治体と振興を図っていく。

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

ミサイル、産業、精神
医療、原発、給食

①ＡＩ倫理　②雨滝復
興　③ｅスポーツ

市谷　知子
議員

山本　暁子
議員

選挙区  境港市
会　派  自由民主党

安田　由毅

①トリピーの活用
②境港の水産業

選挙区  鳥取市
会　派  民主とっとり

尾崎　薫

①鳥大地域教員志望枠・
奨学金②子どもの自死

議員 議員

問 長期にわたるＰＦＩ事業
では、労務費、資材価格や金
利の変動を適時・適切に反映
する仕組みづくりが重要。建
設・設計業界と行政の意見交
換を定期的に行うべき。
答話し合いの場を作り、どう
いう手法が本県や現場にとっ
て相応しいか協議したい。
問 高齢化や運転手不足が深
刻化する中、米子市の自動運
転バスのレベル４（※2）実
現に向け、県の積極的な関与
と支援を期待するがどうか。
答 国の許認可や財政的支援
など、米子市と相談し、実現
に向け、協力していきたい。

問 用瀬流しびなの国重要無
形文化財指定に向けて、鳥取
市が進める調査、報告書作成、
文化庁との協議調整など伴走
型の支援をお願いする。
答 県として、しっかりと応
援する。
問 可変式電光表示板を活用
した鳥取らしいご当地フレー
ズでの情報発信をしては。
答（警察本部長）地域性を
入れたフレーズの導入を検討
する。
問 鳥取道の危険なトンネル
へのセンターブロック整備を
国に要望してほしい。
答強く国に迫っていく。

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

河上　定弘 東田　義博

ＰＦＩ事業（※1）
地域公共交通の維持

用瀬流しびな保存継承
鳥取道の安全対策

議員 議員

（※1）PFI事業…�公共施設の設計、建設、維持管理、運営に民間の資金やノウハウ（技術・経営能力）を活用する手法。
（※2）自動運転バスのレベル４…�特定条件下（道路、天候、時間帯、速度など）において、完全自動運転が行える水準。
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（※）HUG…�避難所運営ゲームの略。避難者の特性や事情が書かれたカード等を使い、避難所運営の模擬体験をするゲーム。静岡県が開発し
たものを鳥取県版に改編して作成した。

問 フリースクール等義務教
育の多様な学びの流れを受
け、県立高校も通信・定時制
強化や少人数制の活用、学校
間連携、映像コンテンツ人材
育成等、地域特性や産業資源
の強みを生かす改変を求める。
答（教育長）新たな学校づ
くりの視点に全く同感。強み
３倍を目指し、取り組みたい。
問 事業承継不足全国２位の
本県は、地域の起業家や異分
野産業と工業高校等、人材育
成の産官学連携を部局横断で
推進する体制を整備すべき。
答 政策統轄総局が各部局を
まとめ教育委員会と連携する。

問 ①線引きで市街化調整区
域の過疎化が進み、地域や
住民に大きな不利益をもたら
す。県として線引きをやめよ
②県庁周辺駐車場の空き情報
をＳＮＳ等で提供し相互利用
せよ③県営住宅の水道料金滞
納が続いた場合、棟ごと水道
を止めることがないように。
答 ①鳥取市には開発許可の
規制を緩和する条例が制定
されていない。この議論を鳥
取市に伝える②駐車場不足解
消に大事な視点。鳥取市等と
協議する③明渡し請求など行
う。料金個別徴収を水道局に
働きかける。

問 ① 健 康 寿 命 延 伸 と ア ク
ティブシニア社会の実現、シ
ニアバンクの現状と今後の活
用強化は②温泉・サウナ等の
地域資源の健康活用を③生涯
スポーツによる健康と社会参
加の推進を。
答 ①高齢者の活躍実態を踏
まえ、シニアバンクの発信強
化と活性化により社会参加を
促進。アクティブシニア社会
の機運醸成を図る②デジタル
と温泉を組み合わせた事業を
更に進める等、関係団体と連
携して健康増進を図る③民間
連携で生涯スポーツ環境を整
備し、健康寿命延伸を図る。

問 新たな地域医療構想の策
定において、東部・中部・西
部の既存医療圏の維持が大切
な論点だ。特に中部圏域は人
口20万人基準に満たないが、
地域の生活圏・経済圏とも一
致している。医療は重要な生
活基盤であることから、こう
した実態と地域性を踏まえ、
何としても中部医療圏を維持
して頂きたい。
答 本県では医療圏ごとに保
健所・医師会・消防などの行
政区分が一致しており、東部・
中部・西部の二次医療圏を前
提として議論を始めるのが自
然な流れと考えている。

問 ①生成ＡＩやＳＮＳによる
社会の分断が進んでいる。対
話を通して人が認め合い学
び合う社会を創るべき②将来
を見据えＤＸ投資によるラッ
キョウ加工の省力化を進める
べき③山林火災警報の周知と
消火水源に溜池の活用拡大を。
答 ①民族や文化の分断を乗
り越え、人間主義に基づき世
界平和へ貢献する使命を再認
識した②地域産業クラスター
の発想も含め研究開発と普及
応援する③林野火災警報の広
報は地元紙を活用する。消火
水源はヘリを出動する自衛隊
と意思疎通を行っている。

問 ①燕趙園は、中部地域の
観光のシンボルでありランド
マーク。年間を通して無料化
し入園者数の増加を図り、燕
趙園の魅力を発信し、つなが
る努力に徹してはどうか②鳥
取・岡山県境議員連盟からの
アートツーリズムの広域観光
推進について両県知事に提言
した。どう受け取ったか。
答 ①中部地域の観光経済に
とって最も効果的であるか、
今回の検証結果を含め、地元
と一緒に検討したい②昨年10
月の両県知事会の合意を踏ま
え、引き続き両県で連携し、
県境地域の振興につなげる。

選挙区  東伯郡
会　派  自由民主党

①燕趙園の利活用は
②広域観光連携を

選挙区  米子市
会　派  無所属

多様な学び先進県高校
改革／未来人材育成

西村　弥子
議員

入江　誠
議員

選挙区  倉吉市
会　派  自由民主党

鳥羽　喜一

中部医療圏の維持につ
いて

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

銀杏　泰利 森　由美子

市街化調整区域線引き
県営住宅水道料金徴収

健康寿命延伸と地域活
力創出戦略

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

前田　伸一

①対話文化醸成②ラッ
キョウ③山林火災

議員

議員 議員

議員
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（※）アドボカシー…�主に高齢者、障がい者、子どもなど、社会的に弱い立場にある人々の権利を擁護し、その意思やニーズを代弁して社会
に伝える活動。

問 ①変化する公園の自然環境
維持管理対策を国県市連携し
取組み、子どもの学びの場と
して相応しい場所にと望む②
女性専門外来強化と研修啓発
をし、日本一のモデル県に③
鳥大へ委託のロービジョン相
談員非正規雇用の見直しを。
答 ①市が基本的責務を負う
が自然共生サイトに指定され
県が関わる可能性が出てき
た。試験研究機関との研究
ネットワークが張れると考え
る②地域医療構想の中で在り
方も相談しモデルを目指した
い③前回質問もあり精力的に
話合っている。全力を尽くす。

問 鳥取市日光地区では豊か
な自然環境を経済活動に生か
そうと取り組まれている。ネ
イチャーポジティブの理念に
合致する取組ではないか。
答 本県でも自然環境を生か
した経済活動が生まれてお
り、日光地区でも展開を期待。
今後もフォローしていく。
問 戦 争 遺 児 も 既 に81歳 以
上。慰霊碑の管理体制の確保
が急がれる。全国知事会等で
問題提起してもらいたい。
答 国に対応を要望していく
ほか、国が創設した新制度を
市町村にも周知し、検討を急
ぐよう促していく。

問 ①前議会で花回廊バスの
一般利用と停留所の追加を検
討してはとの質問に対し、関
係者と話したいとの答弁を受
け、地域の意見を取りまとめ
担当課に伝えた。県としてど
のように検討されるのか②花
回廊の入園料は外国人が半額
であり、地元の人に安く提供
することが必要である。価格
の見直しが必要ではないか。
答 ①今後もよく関係者の皆
様と調整し、着実に議論して
いきたい②色んな要素を考慮
すれば価格の再計算は可能で
あるので、指定管理者とも議
論したい。

問 ①工福連携で治具開発が
増えた一方、発信力が弱い。
治具受注が増えるよう海外も
視野に横展開を。同時に県の
福祉部局だけでなく、産業関
係部局も治具普及に関心を。
②「子どもにも生まれながら
に人権がある」とする権利条
約に基づくアドボカシー理念
を、教職員へもっと浸透を。
答 ①ＨＰ等を通じて発信力
を高める。県外資本での治具
導入も道半ば。推進を図る。
②（教育長）子どもの意見表
明権の学校への浸透は途上。
子どもの声を傾聴し安心して
発言できる環境に留意する。

問 ①私立中学校の授業料無
償化は、高校無償化とは政策
目的が異なる。制度として実
施するなら、その根拠を明確
に示すべきではないか②私立
中学校の授業料無償化によっ
て、公立中学校にどのような
影響があると認識している
か。
答 ①私立中学校の支援は中
高一貫教育として一体で捉え
るべきと考えている②（教育
長）山間地の中学校への影響
について懸念の声があると認
識している。

問 経済不安払拭に１千万円
の段階的給付を提案。当初の
30億円は予算の１％だ。財
政需要として十分捻出可能
では。一人の生涯納税額は
６千万円。将来への種まきこ
そ攻めの投資。既存手法で結
果が出ない今、現金給付とい
う新しい可能性へ挑戦し、行
政の本気度で社会の意識を変
えるべきだ。攻めの投資で未
来を拓く決断を強く求める。
答 現物・サービス給付こそが
子どもの将来に資する。将来
的な300億円の確保は持続不
可。サービス給付路線を堅持
し、シン・子育て王国を推進。

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

子育て支援１千万給付 
納税６千万の種をまく

選挙区  米子市
会　派  民主とっとり

①米子水鳥公園②女性
専門外来③委託事業

浜田　妙子
議員

玉木　裕一
議員

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

福浜　隆宏

①工賃ＵＰへ治具
②アドボカシー（※）

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

選挙区  米子市
会　派  無所属

中島　規夫 山川　智帆

自然環境を生かした経
済活動／慰霊碑の管理

人口減少していく中、
地域交通をどう守る

選挙区  倉吉市
会　派  自由民主党

川部　洋

私立中学校の授業料無
償化について

議員

議員 議員

議員
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とっとり県議会だより

　鳥取県議会には４つの常任委員会があり、定例会中の付
託案件の審査に加え、閉会中も継続審査や現地調査、勉強
会などの活動を続けています。常任委員会活動

◎２月定例会審査結果（議案）
　ネット社会における偽・誤情報の対策経費、
鳥取大学と連携した教員育成・確保の経費な
どを含めた「令和８年度鳥取県一般会計予算」
など28議案を慎重に審査し、いずれも原案の
とおり可決又は承認すべきものと決定した。
　なお、当初予算の私立中学就学支援金の執
行にあたり、応能負担の観点から、所得の上限・
支給額を適切に見直すこと。更に制度の効果
及び副作用を検証し、令和９年度に向けて制
度全体を見直すとともに、県外生への支援の
あり方や公立中学校への影響を踏まえた将来
の教育体制の在り方の整理、国への制度化及
び必要な財源措置を求める附帯意見を付すこ
とを決定した。

総務教育常任委員会

農林水産商工常任委員会

福祉生活病院常任委員会

◎２月定例会審査結果（議案、請願・陳情）
　１月に発生した地震により被災した公共土
木施設の災害復旧などの専決処分のほか、国
内外からの観光誘客の推進、県立美術館のコ
レクション整備、10月に開催される「ぼうさ
いこくたい」を契機とした地域防災力の向上、
来年のワールドマスターズゲームズに向けた
開催準備等を含む「令和８年度鳥取県一般会
計予算」など12議案について慎重に審査を行
い、いずれも原案のとおり可決または承認す
べきものと決定した。
　また、新たに提出された陳情１件を不採択、
継続審査中の陳情１件を研究留保とすべきも
のと決定した。

◎２月定例会審査結果（議案、請願）
　商工分野では、国が掲げる「地域未来戦略」
に呼応した地域産業クラスター形成を図り、
地域経済の成長・発展を推進する事業や、県
内企業が先進分野に挑戦する高付加価値型も
のづくり産業を育成する事業など、農林水産
分野では、新規就農者の確保を支援する事業
や、ツキノワグマ等の総合対策などを含む議
案第１号「令和８年度鳥取県一般会計予算」
をはじめとする計22議案の審査を行い、いず
れも原案どおり可決又は承認すべきものと決
定した。
　また、新規提出の「政府に所得補償（直接
支払い）制度の実現を求める請願」について
審査し、不採択すべきものと決定した。

地域県土警察常任委員会

◎２月定例会審査結果（議案、請願・陳情）
　県・市町村が拠出する基金を活用して犯罪
被害者へ支援を行う全国初となる「鳥取県犯
罪被害者等に対する支援金の交付に関する条
例」や、従業員の育児参加を促す休暇など企
業の子育て支援環境整備への支援、性暴力か
ら子どもを守る日本版DBS制度施行に伴う対
策経費、介護職の魅力発信や外国人材受入れ
など介護・障がい福祉人材の参入促進対策、
医療・福祉・保育施設等の物価高騰対策支援
等を含む「令和８年度鳥取県一般会計予算」
のほか20議案について、いずれの議案も原案
のとおり可決又は承認すべきものと決定した。
　また、新たに提出された保育に関する陳情１
件を審査し、趣旨採択すべきものと決定した。
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とっとり県議会だより

令和８年２月定例会付議案等議決結果（全会一致で議決された議案）
議案等
番号 件　　　名 議決

結果

② 令和８年度鳥取県用品調達等集中管理事業特別会
計予算 可決

③ 令和８年度鳥取県公債管理特別会計予算 可決

④ 令和８年度鳥取県給与集中管理特別会計予算 可決

⑥ 令和８年度鳥取県母子父子寡婦福祉資金貸付事業
特別会計予算 可決

⑦ 令和８年度鳥取県中小企業近代化資金助成事業特
別会計予算 可決

⑧ 令和８年度鳥取県就農支援資金貸付事業特別会計
予算 可決

⑨ 令和８年度鳥取県林業・木材産業改善資金助成事
業特別会計予算 可決

⑩ 令和８年度鳥取県県営林事業特別会計予算 可決

⑪ 令和８年度鳥取県県営境港水産施設事業特別会計
予算 可決

⑫ 令和８年度鳥取県沿岸漁業改善資金助成事業特別
会計予算 可決

⑬ 令和８年度鳥取県港湾整備事業特別会計予算 可決

⑭ 令和８年度鳥取県収入証紙特別会計予算 可決

⑮ 令和８年度鳥取県県立学校農業実習特別会計予算 可決

⑯ 令和８年度鳥取県育英奨学事業特別会計予算 可決

⑱ 令和８年度鳥取県営電気事業会計予算 可決

⑳ 令和８年度鳥取県営埋立事業会計予算 可決

� 令和８年度鳥取県営病院事業会計予算 可決

� 令和７年度鳥取県公債管理特別会計補正予算
（第１号） 可決

� 令和７年度鳥取県給与集中管理特別会計補正予算
（第２号） 可決

� 令和７年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

� 令和７年度鳥取県中小企業近代化資金助成事業特
別会計補正予算（第１号） 可決

� 令和７年度鳥取県県営林事業特別会計補正予算
（第１号） 可決

� 令和７年度鳥取県県営境港水産施設事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

� 令和７年度鳥取県港湾整備事業特別会計補正予算
（第２号） 可決

� 令和７年度鳥取県育英奨学事業特別会計補正予算
（第１号） 可決

� 令和７年度鳥取県営工業用水道事業会計補正予算
（第２号） 可決

� 令和７年度鳥取県営病院事業会計補正予算（第３号） 可決

� 鳥取県犯罪被害者等に対する支援金の交付に関す
る条例 可決

� 鳥取県公益認定等審議会条例及び鳥取県附属機関
条例の一部を改正する条例 可決

議案等
番号 件　　　名 議決

結果

� 鳥取県知事の権限に属する事務の処理の特例に関
する条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県薬物の濫用の防止等に関する条例の一部を
改正する条例 可決

� 鳥取県食品衛生条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県採石条例の一部を改正する条例 可決

� 貸付金の返還に係る債務の免除に関する条例の一
部を改正する条例 可決

� 工事請負契約（鳥取県地域衛星通信ネットワーク等更
新工事）の締結についての議決の一部変更について 可決

� 財産を減額して貸し付けること（鳥取バスターミ
ナル用地）について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（米子コンベンショ
ンセンター用地）について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（鳥取県赤十字血液
センター用地）について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（放牧場用地及び施
設）についての議決の一部変更について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（（元）鳥取大学整
備事業用地）について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（皆生養護学校敷地）
について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（鳥取県学生寮用地）
について 可決

� 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定につ
いて 可決

� 鳥取地区工業用水道における水質変化を原因とす
る製品被害に係る和解について 可決

� 権利の放棄（県営住宅家賃等）について 可決

� 権利の放棄（鳥取県育英奨学資金貸付金返還金）
について 可決

� 権利の放棄（病院事業診療費）について 可決

� 包括外部監査契約の締結について 可決

� 県道の路線の廃止（網代港大岩停車場線）について 可決

� 県営土地改良事業等の施行に伴う市町村負担金に
ついての議決の一部変更について 可決

� 第２次鳥取県性にかかわりなく誰もが共同参画で
きる社会づくり計画の策定について 可決

� 専決処分の承認について 承認

� 職員の確保に向けた多様で柔軟な働き方を推進す
るための関係条例の整備に関する条例 可決

� 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す
る条例 可決

� 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県男女共同参画推進員の任命について 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について 同意
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自由民主党 自由民主党 民主とっとり 公明党 無所属

賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決結果入
江　
　
誠

河
上　
定
弘

鳥
羽　
喜
一

森　
由
美
子

山
本　
暁
子

島
谷　
龍
司

鹿
島　
　
功

浜
崎　
晋
一

斉
木　
正
一

野
坂　
道
明

内
田　
博
長

川
部　
　
洋

広
谷　
直
樹

中
島　
規
夫

安
田　
由
毅

語
堂　
正
範

東
田　
義
博

浜
田　
一
哉

福
田　
俊
史

村
上
泰
二
朗

坂
野
経
三
郎

浜
田　
妙
子

尾
崎　
　
薫

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

前
田　
伸
一

前
原　
　
茂

銀
杏　
泰
利

玉
木　
裕
一

前
住　
孝
行

西
村　
弥
子

山
川　
智
帆

松
田　
　
正

福
浜　
隆
宏

市
谷　
知
子

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

① 令和８年度鳥取県一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決
附帯意見 （議案第1号関係） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × 27 7 34 決定

⑤ 令和８年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

⑰ 令和８年度鳥取県天神川流域下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

⑲ 令和８年度鳥取県営工業用水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 令和７年度鳥取県一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県基金条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県児童福祉施設に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県県営土地改良事業分担金等徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 財産を無償で譲渡すること（県営住宅土師百井団地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 財産を無償で譲渡すること（県営住宅栄第１団地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 財産を無償で譲渡すること（県営住宅浜の上第１団地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 財産を無償で譲渡すること（県営住宅伯南第１団地及び伯南第２団地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県行政組織条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県税条例及び合衆国軍隊の構成員等の所有する自動車に対する自動車税の徴収の
特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 同意

� 職員の旅費等に関する条例及び鳥取県知事等の給与及び旅費等に関する条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

❶ 鳥取県議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

❷ 米国・イラン間の和平実現に向けて日本政府が停戦に向けた仲介者として主導的な外
交を展開することを求める意見書 × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ 12 22 34 否決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告（左記）に対する賛否　※請願・陳情への賛否ではありません

陳情７年-11 旧姓の通称使用の法制化を求める陳情 研究留保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × 23 11 34 研究留保
陳情８年-１ 非核三原則の堅持を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × ○ ○ × × ○ ○ × 22 12 34 不採択
請願８年-２ 政府に所得補償（直接支払い）制度の実現を求める請願 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × ○ × × ○ ○ ○ × 22 12 34 不採択

陳情８年-３ 子どもの成長を保障し、保育士が働く喜びにあふれる保育の実現に向けた
調査・検討の着手に関する陳情

趣旨採択
（措置済） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34 0 34 趣旨採択

（措置済）
【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
　　　　 賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長、「欠」欠席。
　　　　 ※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。
※�（措置済）と記載があるものは、国又は執行部等において措置済みのため願意が概ね実現されており、議会として重ねて措置

を講じる必要がないことを理由とするもの。

一
般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

とっとり県議会だより



11

自由民主党 自由民主党 民主とっとり 公明党 無所属
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洋
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直
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中
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規
夫
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由
毅
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範
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博
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哉
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俊
史

村
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泰
二
朗
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薫

興
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茂

銀
杏　
泰
利

玉
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裕
一
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行

西
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弥
子

山
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智
帆

松
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正

福
浜　
隆
宏

市
谷　
知
子

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

① 令和８年度鳥取県一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決
附帯意見 （議案第1号関係） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × 27 7 34 決定

⑤ 令和８年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

⑰ 令和８年度鳥取県天神川流域下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

⑲ 令和８年度鳥取県営工業用水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 令和７年度鳥取県一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県基金条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県児童福祉施設に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県県営土地改良事業分担金等徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 財産を無償で譲渡すること（県営住宅土師百井団地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 財産を無償で譲渡すること（県営住宅栄第１団地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 財産を無償で譲渡すること（県営住宅浜の上第１団地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 財産を無償で譲渡すること（県営住宅伯南第１団地及び伯南第２団地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県行政組織条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県税条例及び合衆国軍隊の構成員等の所有する自動車に対する自動車税の徴収の
特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 同意

� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 同意

� 職員の旅費等に関する条例及び鳥取県知事等の給与及び旅費等に関する条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

❶ 鳥取県議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

❷ 米国・イラン間の和平実現に向けて日本政府が停戦に向けた仲介者として主導的な外
交を展開することを求める意見書 × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ 12 22 34 否決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告（左記）に対する賛否　※請願・陳情への賛否ではありません

陳情７年-11 旧姓の通称使用の法制化を求める陳情 研究留保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ × 23 11 34 研究留保
陳情８年-１ 非核三原則の堅持を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × ○ ○ × × ○ ○ × 22 12 34 不採択
請願８年-２ 政府に所得補償（直接支払い）制度の実現を求める請願 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × ○ × × ○ ○ ○ × 22 12 34 不採択

陳情８年-３ 子どもの成長を保障し、保育士が働く喜びにあふれる保育の実現に向けた
調査・検討の着手に関する陳情

趣旨採択
（措置済） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34 0 34 趣旨採択

（措置済）
【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
　　　　 賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長、「欠」欠席。
　　　　 ※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。
※�（措置済）と記載があるものは、国又は執行部等において措置済みのため願意が概ね実現されており、議会として重ねて措置

を講じる必要がないことを理由とするもの。

令和８年２月定例会付議案等議決結果
賛否が分かれた議案及び否決された議案

請願・陳情の詳しい結果はこちらからご覧いただけます　⇒

一
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とっとり県議会だより
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期　日 日　　程
6月 8日（月） 本　会　議（開会・提案理由説明）

9日（火） 常任委員会
10日（水） 本　会　議（代表質問）
12日（金）

本　会　議（一般質問・質疑）

15日（月）
17日（水）
18日（木）
22日（月）
23日（火）
25日（木） 常任委員会
26日（金） 特別委員会
29日（月） 本　会　議（採決・閉会）

※ 日程は変更の可能性があります。
※ 午前10時開始の予定です。

県議会からのお知らせ
information

６月定例会の日程案
　本会議はケーブルテレ
ビで生中継しています。
　また本会議や委員会の
生中継と録画放送は、イ
ンターネットで公開して
います。
　表紙のQRコードから
アクセスしてください。

　県政に対する提案事項
およびその対応状況につ
いては、財政課ホーム
ページからご覧いただけ
ます。

財政課
ホームページは
こちらから→

議会中継 県政に対する提案事項

　県議会だより56号をお届けします。
　２月定例会は、令和８年度当初予算はじめ盛りだく
さんの内容となっております。議会の動向や様々な取
組の最新情報など、分かりやすく掲載しておりますの
で、ぜひチェックしてみてください！� (広報委員Ｋ)

あ と が き

『とっとり県議会だより』について
ご意見をお聞かせください。
紙面づくりの参考にいたします。

　令和８年２月定例会の開会に先立ち、より身近
で信頼される県議会を目指すとともに、昨年最多
となった特殊詐欺被害の防止を目的として、警察
音楽隊による啓発活動を本会議場で実施しまし
た。まず、鳥取県民歌「わきあがる力」などの２
曲が披露され、その後、警察官をかたるニセ警察
詐欺やＳＮＳ型投資詐欺の手口・対策などが詳し
く解説されました。
　県民の皆様におかれまし
ては、特殊詐欺の被害にあ
わないよう、日々の生活の中
で、少しでも、『あれ、おか
しいな、怪しいな、不安だな』
と思われた際は、迷わず、警
察総合相談電話♯９１１０、
または、最寄りの警察署まで
ご相談ください。
　なお、県議会はいつも皆様
に開かれています。白熱の議
論の傍聴に、お気軽にお越し
ください。

特殊詐欺にご注意！特殊詐欺にご注意！
とっとり県議会だより


